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　人は自然のなかにいると、
変化を楽しみながら、小さな失敗も受け入れ、自らの判断で考えて行動します。  

自然は、人々のクリエイティビティを誘発する力があります。  

そして、これから社会が迎える、  
テクノロジーが加速度的に進化する時代においてこそ、  

これらの力は必要になります。  
「こんなのがあったらいいのにな」という発想が、  

テクノロジーの力で本当に実現してしまうからです。  
 

クリエイティビティが、報われる時代。  
 
 

我々Ｒ.projectは、人々がもっと自然を身近に感じられるような社会を目指していきます。

グループビジョン

⽣きる⼒を、⾃然から。
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2006年、「合宿事業」で創業

旧千代⽥区臨海学園を合宿施設として再⽣し、
第⼀号施設となる「サンセットブリーズ

(千葉県鋸南町、本社所在地)」の運営を開始

現在は全国で14施設を運営（＋2施設の開業準備中）

近年は全国で課題になっている少年⾃然の家の再⽣事業に注⼒

※優先交渉権企業に選定
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2014年、「キャンプ事業」に参⼊

昭和の森フォレストビレッジ（千葉県千葉市）
旧千葉市ユースホステルを

合宿×キャンプ施設として再⽣
都市公園活⽤事業の⼀号案件

SUMIKA CAMP FIELD レイクロッジヤマナカRECAMP 砂湯 RECAMP 摩周RECAMP 和琴

⽇川浜オートキャンプ場

昭和の森
フォレストビレッジ

RECAMPしょうなん RECAMP勝浦

RECAMPおだわらRECAMP館⼭

東⼤阪市⽴
野外活動センター

RECAMP別府志⾼湖

RECAMP中伊⾖

RECAMP常総 RECAMP⾜利

RECAMP御前崎

RECAMP養⽼

2019年にキャンプ場運営子会社 Recampを設立
現在は全国で施設を運営

RECAMP 富⼠スピードウェー 5



2020年、「バーベキュー事業」に参⼊

2021年、⻄武グループと合弁でステップアウトを設⽴、
HERO事業を移管。歴史あるバーベキュー施設運営会社の

HEROを2020年11⽉にM&A。
都内の公園を中⼼にバーベキュー施設を展開。
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国内拠点数
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アウトドア領域へのかじ取り

合宿事業 キャンプ事業 BBQ事業

全国14施設
年間延べ20万泊（準利⽤10万⼈）

合宿業界最⼤規模

⼩学⽣〜社会⼈団体 ファミリー ファミリー ファミリー 団体

全国18施設
年間利⽤者20万泊

キャンプ業界最⼤規模

全国20施設
年間利⽤者20万⼈
BBQ業界最⼤規模 8



アウトドア業界のDX

Outdoor DX
より広く社会にアウトドアサービスを

キャンプ場成⻑⽀援プラットフォーム事業

なっぷ

セカンドハンドアウトドアギア買取‧販売事業

UZD
会員数200万⼈ ⽉間PV数4500万PV

メルマガ会員数75万 掲載キャンプ場約5000か所
キャンプ場予約サイト圧倒的No1
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業界の発展を⽬指して

アウトドア産業の「持続可能な成⻑」への推進

官⺠共同のアウトドア業界最⼤のカンファレンス

Outdoor Innovation Summit

環境省と国⽴公園
オフィシャルパートナーシップを締結

コンサベーション‧
アライアンス‧

ジャパンへの
協賛＆協⼒
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×
⼤⼿企業との連携

アウトドア不動産 アウトドア事業者

アウトドア業界の
不動産や事業への

投資を実⾏

×
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キャンプ‧プラットフォーム戦略

予約サービス

レンタル事業

施設改修

キャンプ場 IoT

運営マニュアル

物販サービス

コールセンター

Recampの施設運営の現場で
構築したノウハウ

汎⽤性のある仕組として体系化 全国のキャンプ場にサービス展開

リアルの現場とテクノロジーを組み合わせる戦略

展開しているサービス例

スマートチェックイン機能：
⽬的→キャンプ場の効率運営

なっぷモール：
⽬的→キャンプ場の収益向上

なっぷNOW、なっぷ観光ガイド：
⽬的→キャンプマーケットの拡⼤ 12



REAL TECH

不動産領域
2拠点サブスク＆NFT

ネイチャーリゾート領域
なっぷの領域＆機能拡⼤

合宿領域
合宿予約サイト

公園領域
BBQ等体験予約サイト

将来像
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合宿事業の中の少年⾃然の家の取り組み

近年は全国で課題になっている少年⾃然の家の再⽣事業に注⼒

※優先交渉権企業に選定

※優先交渉権企業に選定
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自然体験×チーム
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出典：読売新聞オンライン

出典：⽇本教育新聞
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上郷森の家（横浜市）2019年～  

本栖湖スポーツセンター（富士河口湖町）2016年
～ 

自然の家みかも（栃木県）2024年～  

鈴鹿青少年センター（三重県）2024年～  

熊本少年自然の家（熊本市）2025年～  

丹波市少年自然の家（丹波市）2026年～  

少年自然の家の再生＆運営  

※優先交渉権企業に選定
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少年⾃然の家の多くがハイキングやサイクリングコースと直接つながっている

R.project運営の6施設（本栖湖含め）のうち５施設は敷地から
ダイレクトにハイキングコースにアクセスできる（スズカトは⾃然豊かな公園の中）

出典：Google map 18



なぜ少年⾃然の家の運営が成り⽴たなくなり、PFI事業でどう成り⽴たせようとしているのか

課題のポイント：①学校利⽤依存②施設⽼朽化③指定管理料の財源減少

Before Now Future
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施設開発のモジュール化（熊本少年自然の家を例に）  

RC一棟施設  
・合宿特化型  
・高建築コスト（坪200－300万）  

木造戸建て施設  
・多種多様な顧客層  
・低建築コスト（坪100万程度）  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ファミリー
アクティブ、⾃然
好き。⾏事としての
旅⾏ではなく共同体験
で絆を深める⽬的。

⾃然学校
学校の宿泊体験学
習。部活と同様、
施設がない⾃治体は
委託する可能性。

⼤学⽣
体育会、サークル、
ゼミ。飲み会ニーズは
減っているが、
体験型ニーズを開拓。

⼩中⾼
合宿の中⼼客層。
あらゆる習い事が
対象。⼤会開催による
能動的集客も。

インバウンド
個⼈＆団体。アクティ
ブ、⾃然好き。地⽅
地域とか地元の⼈との
交流を求む。

企業
4⽉は新⼈研修、
それ以外も⼩規模
エンゲージメント
合宿。
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本検討会の論点

※優先交渉権企業に選定

PFI⽅式を中⼼とした少年⾃然の家の事業における事例を紹介
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⾃治体

代表企業‧SPC運営 設計‧⼯事監理 建設 運営 維持管理

事業契約

PFIにおけるスキーム

SPC

委託‧請負契約 出資

各企業により構成

各領域のプロである構成企業がSPCを組み、施設を建設‧運営‧管理
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施設整備

整備前 構想 整備後

利⽤者‧運営者⽬線での施設整備を実現
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運営‧利⽤者視点での施設整備

⾃社企画のスポーツ⼤会にて集客‧収益化

施設整備⽅針の提案から集客‧収益化までを⼀気通貫で担う

スポーツ合宿需要に強い⼈⼯芝を整備
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整備後の施設運営

HP‧OTA‧SNS等各種ツールを活⽤した施設の広報‧集客
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整備後の施設運営

予約⼿配専⾨の⾃社チームによる、各種コミュニケーションツールも活⽤した
予約受付
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整備後の施設運営

教育旅⾏や団体利⽤でも安⼼できる主要アレルゲンフリーのメニューや
ファミリーでも楽しめる地域⾷材を⽣かした⾷事を提供
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整備後の施設運営

施設運営の根幹となるフロント‧清掃‧調理‧⾷事提供を全て⾃社スタッフで
賄い、マルチ業務化による利⽤者満⾜度と運営効率向上に寄与
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整備後の施設運営

教育旅⾏だけでなく、企業研修やファミリーも楽しむことのできる地域資源を
⽣かしたアクティビティを⾃社運営＋外部連携で提供
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整備後の施設運営

主催事業や物販エリアにて地域の発信拠点としての取り組みに着⼿
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条例上の料⾦設定

ファミリーでの利⽤やシングルユース料⾦などの設定に柔軟に対応できる料⾦
を条例上で設定

▶利⽤料⾦の上限を余裕をもって設定し、⼀般利⽤のシングルユースにも対応

▶基準額に幅を持たせ、市況に合わせた料⾦設定を実現

栃⽊県⽴みかも⾃然の家設置及び管理条例

横浜市上郷‧森の家条例
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合宿施設運営 キャンプ施設運営

事業モデル

プロジェクト
アドベンチャー

スポーツ⼤会や
イベント

移住体験
2拠点サブスク

物販
（アウトドア系、

地産物）

キャンプ場予約サイト合宿施設予約サイト

アウトドアアクティビティ

現在のRPG領域外
（新規で⾏う or 他社と組む）

現在のRPG事業領域
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